
や
っ
と
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
へ
入
会
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た

 
 
 
 
 

丹
下 

信
義 

。

本
日
卓
話
で
す
。 

 
 
 
 

杉
本 

英
夫 

子
供
の
七
五
三
が
お
わ
り
ま
し
た
。 

渡
辺
観
永

2
番
目
の
孫
が
先
週
生
ま
れ
ま
し
た
。
又

男
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

吉
田 

隆
彦 

お
祓
い
代
で
す
。 

 
 
 
 

加
藤 

正

 樹

さ

。 

杉
浦
先
生
ゴ
ル
フ
練
習
し
て
く
だ

い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

尾
上 

昇 

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ー
ス
ケ
ー

ト
で
浅
田
真
央
が
優
勝
。 

 

黒
柳 

一
男 

先
週
は
急
に
欠
席
し
ま

藤 

清
次 

し
た
。
伊

欠
席
が
多
く
・
・
・

 
 
 
 

勝
野 

隆 

。

前
回
休
み
ま
し
た
。 

 
 
 

近
藤
宏
一
郎 

橋
で
あ
り
、
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 
登
録
参
加
者
数
2.396
人
、
大
須
ロ
ー
タ
リ

ー
登
録
者
数
は
１３
日
が
１５
名
、
１４
日
が

４４
名
、
特
に
１４
日
の
会
場
は
１，５００
人
収
容

で
立
見
ま
で
出
た
事
も
あ
り
、
皆
様
全
員
の

顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
大

会
は
地
方
色
が
出
て
、
ま
た
、
会
員
の
手
作

り
の
大
会
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

ハ
プ
ニ
ン
グ
あ
り
、
ユ
ー
モ
ア
あ
り
の
楽
し

い
大
会
で
し
た
。
１３
日
に
少
し
ハ
プ
ニ
ン

グ
が
あ
り
、
２００３
年
〜
２００４
年
度
地
区
財
務
会

計
報
告
で
、
プ
リ
ン
ト
の
数
字
と
発
表
し
た

数
字
と
が
数
ヶ
所
間
違
っ
て
報
告
が
あ
り
、

大
き
な
笑
い
が
出
ま
し
た
。
報
告
は
発
表
通

り
で
終
了
致
し
ま
し
た
の
で
、
監
査
報
告
、

川
水
利
に
恵
ま
れ
な
い
尾
張
東
部
丹
羽
郡
、

東
春
日
井
郡
、
愛
知
郡
、
知
多
郡
な
ど
は
厳

し
い
農
業
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。 

農
民
は
干
ば
つ
ご
と
に
水
神
の
怒
り
に
触

れ
た
と
信
じ
て
、
氏
神
に
雨
乞
い
祈
願
を
し

た
り
し
た
そ
う
で
す
。 

「
日
本
民
俗
大
辞
典
」
に
よ
る
と
、
愛
知
用

水
区
域
内
に
は
雨
乞
い
の
事
例
を
２
つ
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

１
つ
は
、
豊
明
市
の
馬
頭
観
音
像
が
あ
り
、

か
つ
て
干
ば
つ
の
時
、
村
人
が
不
動
様
に
雨

乞
い
を
し
た
と
こ
ろ
、
霊
験
あ
ら
た
か
に
す

ぐ
雨
が
降
っ
た
の
で
、
そ
の
お
礼
参
り
に
馬

を
出
し
て
お
祭
り
し
た
と
こ
ろ
、
１
頭
の
馬

に
落
雷
し
、
馬
が
死
に
、
こ
れ
を
弔
う
と
馬

 

幹
事
報
告 

新
入
会
員
受
付 

 

・
本
日

公
示
に
入
り
ま
す
。 

よ
り

委
員
会
報
告 

社
会
奉
仕
委
員
会 

委
員
長 

佐
藤 

彰 

皆
様
か
ら
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
台
風
２３

号
新
潟
県
中
越
地
震
の
義
援
金 

６
８
、
２

３
７
円
集
ま
り
１１
月
１２
日
振
込
み
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

次
回
例
会
の
ご
案
内 

第
９９３
回
例
会
１２
月
９
日
（
木
）
例
会
変
更 

同
日 

１８:

００

 

家
族
忘
年
会 

 
 

〜於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 
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＜本年度クラブ会長方針＞
０周年を 「職業奉仕で祝おう」 

２００4～２００5年度 

R．I．会長 
承  認   １９８５年２月１２日    例 会 日 木曜日１２：３０ 例 会 場 名古屋東急ホテル 

会  長   新 沼    操   ＵＲＬ http://www.nagoya-osu.org  e-mail office@nagoya-osu.org  

幹  事   川 畑 博 敬   電    話  （０５２）２５１－０１８１  ＦＡＸ  （０５２）２５１－０３３７ 
ゲ
ス
ト 

名
古
屋
熱

Ｒ
Ａ
Ｃ 

 

山
田 

葵  

さ
ん 
田

ビ
ジ
タ
ー 

名
古
屋
北
ＲＣ 

 
 
 

各
務 

修 

さ
ん 

名
古
屋
み
な
と
Ｃ 

 
芹
澤 

謙
一
さ
ん 

Ｒ

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

ロ
ー
タ
リ
ー
100
周
年
を
祝
お
う 
 新

沼 
操 

し
た
の
で
、
風
邪
な
ど
ひ
か
な
い
よ
う
、
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。 

 

本
日
は
、
今
月
が
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
月
間

と
い
う
こ
と
で
、
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
委
員
長

の
杉
本
さ
ん
に
よ
る
卓
話
が
あ
り
ま
す
。
杉

本
さ
ん
、
卓
話
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

１１
月
１３
日
、
１４
日
と
、
国
際
ロ
ー
タ

リ
ー
第
２
７
６
０
地
区 

地
区
大
会
が
豊

で
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
２０
世
紀
の
始
め
頃

か
ら
戦
後
に
か
け
て
は
「
日
本
の
デ
ン
マ
ー

ク
」「
養
鶏
愛
知
」
と
い
わ
れ
、
長
野
県
に

次
ぐ
先
進
的
農
業
県
で
あ
っ
た
こ
の
愛
知

県
は
、
木
曽
、
矢
作
、
豊
川
の
三
大
河
川
の

利
水
に
恵
ま
れ
、
わ
が
国
で
も
屈
指
の
農
業

生
産
を
誇
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
県
内
の
生

産
性
に
は
か
な
り
の
地
域
差
が
あ
っ
た
。
河

こ
う
し
た
歴
史
的
背
景
が
あ
り
、
の
ち
に

愛
知
用
水
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。 

今
日
は
愛
知
用
水
の
通
水
前
の
お
話
を

致
し
ま
し
た
。 

 

表
彰
状
披
露
（
地
区
大
会
） 

・
Ｒ
Ｉ
意
義
あ
る
業
績
賞 

・
米
山
寄
付
優
秀
ク
ラ
ブ 

中区栄４丁目６番５号 丸越ビル ６Ｆ
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名古屋大須ロー
タリー ブ

 
 

ロ
ー
タ
リ

財
団
月
間 

ー

第
991
回
例
会 

於 

名
古
屋

急
ホ

ル 

東

テ

2004
年
11

5
日
（
木
）
12:

30
〜 

月
2

会
員
67
名 

 
 

出
席
計

 
 
 

出
席
率
74
・
60

% 

算
数
63
名
中
47
名
出
席 

前
々
回
出
席
率
96

83

% 

・

ロ
ー
タ
リ

ソ
ン
グ 

ー

 

わ
り
」 
「
わ
れ
ら

ひ
ま

 
 
 
 
 
 
 

指
揮
者 

木
村 

光
徳 

ピ
ア
ノ
演
奏 

冨
板 

玲
子 

会

         

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。 

 

１１
月
に
入
り
、
寒
さ
も
厳
し
く
な
り
ま

中
核
と
し
て
、
現
在
は
著
し
い
工
業
発
展
を

遂
げ
て
い
て
、「
も
の
づ
く
り
愛
知
」
と
ま

当
時
の
愛
知
県
知
事
に
報
告
さ
れ
た
と
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

    グレンE．エステス・シニア 
長
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 

新
沼 

操 

会
計
報
告
承
認
の
件
で
は
、
笑
い
の
中
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
ク
ラ
ブ
決
算
報
告

は
私
共
が
行
い
ま
す
。
ど
う
か
、
こ
の
よ
う

な
寛
容
な
気
持
ち
で
ご
承
認
い
た
だ
け
た

ら
、
と
思
い
ま
し
た
。 

 

前
回
、
明
治
用
水
に
つ
い
て
お
話
し
を
致

し
ま
し
た
。
今
回
は
愛
知
用
水
の
歴
史
か
ら

話
し
ま
す
。 

こ
の
愛
知
県
は
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
の

頭
観
音
像
を
得
て
、
馬
の
霊
を
祭
っ
た
と
い

わ
れ
、
も
う
１
つ
は
、
東
海
市
の
当
時
の
上

野
村
農
会
長
の
名
で
三
重
県
の
多
度
大
社

に
雨
乞
い
を
行
な
っ
た
記
録
が
あ
る
。
ま
た
、

知
多
郡
一
帯
で
は
、
官
民
一
体
と
な
り
、
各

集
落
ご
と
に
所
定
の
丘
に
わ
ら
、
麦
わ
ら
、

な
ど
を
山
積
み
し
、
郡
長
の
指
示
に
よ
る
日

時
に
一
斉
点
火
し
、
天
を
焦
が
し
雨
を
呼
ぼ

う
と
し
た
。
ま
た
、
そ
の
効
果
が
あ
っ
た
と
、

 



ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
月
間

因
ん
で 

に

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
委
員
長 

杉
本 

英
夫 

         
 

現
在
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
大
き
く
次
の
人

道
的
・
教
育
的
・
文
化
交
流
の
３
種
類
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

人
道

 
 

マ
ッ
チ
ン
グ･

グ
ラ
ン
ト 

的
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 
 

地
区
補
助
金 

 
 

個
人
向
け
補
助
金 

 
 

３
―
H
補
助
金 

教
育
的
プ
ロ
グ
ラ
ム 

国
際
親
善
奨
学
金 

世
界
平
和
奨
学
金 

研
究
グ
ル
ー
プ
交
換 

大
学
教

の
た

の
プ
ロ
グ
ラ

 

員

め

ム

ポ
リ
オ･

プ
ラ
ス･

プ
ロ
グ
ラ
ム  

 

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
に
対
す
る
寄
付
は
大

き
く
分
け
て
、「
年
次
寄
付
」
と
「
恒
久
基

金
へ
の
寄
付
」
に
分
か
れ
ま
す
。
そ
し
て
そ

れ
と
は
別
に
ポ
リ
オ
プ
ラ
ス
撲
滅
基
金
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
な
「
使
途
指
定
寄
付
」
が

あ
り
ま
す
。 

 

年
次
寄
付
は
一
般
寄
付
と
も
い
わ
れ
、
財

団
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
継
続
さ
せ
る
為
の
燃
料

の
役
割
を
果
し
ま
す
。
毎
年
ク
ラ
ブ
と
地
区

は
年
次
寄
付
の
目
標
額
を
設
定
し
、
ロ
ー
タ

リ
ア
ン
は
毎
年
こ
れ
ら
の
目
標
額
を
達
成

す
る
為
の
努
力
を
す
る
。
こ
の
よ
う
な
財
団

へ
の
継
続
的
な
支
援
の
こ
と
を
年
次
寄
付

と
い
い
ま
す
。 

 

年
次
寄
付
は
、
３
年
間
据
え
置
い
た
後
、

５
％
が
国
際
財
団
活
動
資
金
（
Ｗ
Ｆ
）
と
し

て
50
％
が
地
区
の
財
団
活
動
資
金
（
Ｄ
Ｄ

Ｆ
）
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。
３
年
間
の
間
に

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
立
案
、
計
画
、
実
施
に
向
け

て
の
準
備
を
し
３
年
後
に
使
う
と
い
う
こ

と
で
す
。 

 

年
次
寄
付
が
、
1,000
ド
ル
に
達
し
た
人
は
、

ポ
ー
ル
・
ハ
リ
ス
・
フ
ェ
ロ
ー
の
認
証
が
与

え
ら
れ
る
。
一
度
に
1,000
ド
ル
の
寄
付
は
大

変
な
為
、
2001
年
に
「
財
団
の
友
」
の
制
度

が
で
き
、
年
次
プ
ロ
グ
ラ
ム
基
金
へ
の
毎
年

100
ド
ル
以
上
寄
付
す
る
人
の
こ
と
を
「
財

団
の
友
」
と
い
い
ま
す
1,000
ド
ル
に
達
し
た

時
ポ
ー
ル
・
ハ
リ
ス
・
フ
ェ
ロ
ー
に
な
り
ま

す
。 

 

恒
久
基
金
寄
付
へ
の
寄
付
金
は
元
金
が

永
久
に
蓄
積
さ
れ
、
運
用
益
だ
け
が
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
使
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。
恒
久
基
金

へ
の
1,000
ド
ル
以
上
の
寄
付
者
は
べ
ネ
フ
ァ

ク
タ
ー
（
後
援
者
）
と
し
て
認
証
さ
れ
ま
す
。 

 

年
次
寄
付
は
今
日
の
財
団
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
支
え
、
恒
久
基
金
は
明
日
へ
の
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
安
定
を
計
り
ま
す
。
言
い
か
え
れ

ば
年
次
寄
付
は
毎
年
庭
に
水
を
ま
き
花
々

に
供
給
す
る
よ
う
な
も
の
で
、
恒
久
基
金
は

い
つ
で
も
水
が
ま
け
る
よ
う
に
、
充
分
な
水

を
用
意
し
て
い
る
財
水
池
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。 

                     

 

   

  

 

１１月７日（日）青少年交換学生エィミークラ

ッセンさんは会員渡辺観永さんの熱田想念寺地

蔵堂落慶記念のお稚児行列に参加されました。

 

 

12月8日

12月9日

12月13日

 

 

                                

  

             

名古屋守山 名古屋マリオットアソ (水） 

名古屋和合 ウェスティンナゴヤキ

 (木） 名古屋東山 ホテルルブラ王山 

名古屋東 ウェスティンナゴヤキ

名古屋中 名古屋観光ホテル 

 (月） 

名古屋空港 キャッスルプラザ 

  
                   

例 会 変 更 

シアホテル 名古屋 名古屋観光ホテル 

ャッスル 名古屋千種 愛知厚生年金会館 

名古屋名東 名古屋国際ホテル 

ャッスル 名古屋錦 名古屋ガーデンパレス

12月14日 (火）

豊山城北 名古屋栄東急イン 
12月15日 (水） 名古屋南 名古屋観光ホテル 
ブリテン委員会 小澤 幸男・太田 裕・中根 了晟・鈴木 三郎・杉浦 令淑 
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